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下
森
定
先
生
は
、
二
○
○
一
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
法
政
大
学
法
学
部
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
一
九
五
六
年
四
月
、
本

学
部
に
助
手
と
し
て
就
任
さ
れ
て
以
来
、
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授
と
し
て
、
四
五
年
間
に
わ
た
っ
て
本
学
部
に
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
民
法
を
専
門
と
さ
れ
、
研
究
、
教
育
さ
ら
に
は
学
会
等
、
多
方
面
、
多
岐
に
わ
た
る
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
経
歴

と
業
績
に
つ
い
て
は
本
号
掲
載
の
資
料
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
先
生
の
研
究
者
、
教
育
者
、
市
民
と
し
て
の
豊
か
さ
の
背
景
と
し
て
以
下

の
三
点
に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
は
、
’
九
三
○
年
四
月
、
島
根
県
に
生
ま
れ
、
同
県
の
津
和
野
中
学
校
を
四
年
で
修
了
の
後
、
旧
制
山
口
高
等
学
校
文
科
乙
類
に

進
学
、
学
制
改
革
に
伴
い
一
年
後
に
新
制
山
口
大
学
文
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
一
九
五
○
年
に
中
退
し
て
広
島
大
学
政
経
学
部
に
再

入
学
さ
れ
ま
し
た
。
同
大
学
を
卒
業
後
、
法
政
大
学
大
学
院
私
法
学
専
攻
修
士
課
程
に
入
学
、
研
究
活
動
に
進
ま
れ
、
一
九
六
○
年
に
は

亜
泉
大
学
大
学
院
民
事
法
専
攻
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
生
は
、
法
政
大
学
法
学
部
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
間
、
璽
泉
大
学
や
一
橋
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
（
大
学
院
）

な
ど
で
非
常
勤
講
師
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大
学
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
在
外
研
究
を
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
大
学
行
政
面
で
も
学
生
部
長
、
評
議
員
、
法
学
部
長
、
現
代
法
研
究
所
長
を
歴
任
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
は
総
長
・
理
事
長
に
選

出
さ
れ
、
大
学
改
革
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
法
政
大
学
生
活
協
同
組
合
の
理
事
長
、
法
政
大
学
出
版
局
理
事
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
学
会
活
動
で
も
、
日
本
私
法
学
会
、
金
融
法
学
会
、
日
本
土
地
法
学
会
、
比
較
法
学
会
、
法
社
会
学
会
、
交
通
法
学
会
、
ド
イ
ツ
法
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先
生
の
研
究
業
績
と
学
問
的
貢
献
に
つ
い
て
は
本
号
所
収
の
資
料
に
あ
る
通
り
で
す
。
特
に
債
権
者
取
消
権
や
暇
疵
担
保
責
任
、
給
付

障
害
法
な
ど
に
関
連
す
る
研
究
で
は
長
ら
く
学
会
を
リ
ー
ド
す
る
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
に
、
川
島
博
士
の
判
例
研
究
の
方

法
論
を
継
承
・
発
展
さ
せ
て
、
多
く
の
判
例
研
究
を
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
業
績
は
沢
山
の
労
作
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
先
生
が
研
究
者
の
養
成
と
と
も
に
、
法
曹
界
の
担
い
手
を
多
く
世
に
輩
出
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
す
。

研
究
、
教
育
、
そ
し
て
大
学
行
政
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
貢
献
の
三
つ
を
果
た
さ
れ
、
法
と
社
会
の
関
わ
り
を
解
き
明
か
し
、
そ
の
重

要
性
を
訴
え
つ
づ
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
学
内
外
で
の
貢
献
に
た
い
し
、
法
学
部
教
授
会
は
二
○
○
一
年
四
月
、
先
生
を
名
誉
教
授
に
推
薦
す
る
こ
と
に
決
め
、

大
学
よ
り
そ
の
称
号
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
本
学
へ
の
功
績
に
報
い
る
に
は
ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
学
部
教
授
会
は
心
か
ら
先
生
へ
の
感
謝
の
意
を
こ

め
て
本
号
を
先
生
に
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
○
○
｜
年
十
一
月

法
学
部
長
鈴
木
佑
司
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学
会
、
不
動
産
堂
会
等
に
所
属
さ
れ
、
日
本
私
法
学
会
の
理
事
や
土
地
法
学
会
の
監
事
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
労
働
法
堂
△
「
民
科

法
律
部
会
に
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
社
会
活
動
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
建
設
省
（
現
在
の
国
土
交
通
省
に
吸
収
）
の
研
究
会
座
長
、
委
員
長
を
務
め
ら
れ
た
他
、

東
京
地
裁
の
民
事
調
停
委
員
、
不
動
産
鑑
定
士
試
験
委
員
、
司
法
試
験
第
二
次
試
験
考
査
委
員
、
さ
ら
に
は
大
学
基
準
協
会
、
日
本
私
立

大
学
連
盟
、
私
立
大
学
団
体
連
合
会
等
の
役
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
で
あ
る
世
田
谷
区
の
各
種
委
員
を
引
き
受
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
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